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アイヌの月についての伝承 

～その多様性を考える～ 
北尾浩一（星の伝承研究室） 

 
1. はじめに 

 プレアデス星団の伝承に続いて、月の伝承

の多様性について考える。2009 年に平取町二

風谷を訪問した際に記録した月についての伝

承にこれまで本で読んでいた伝承と異なる点

があり、調べていくと実に多様で豊かな伝承

が語られていることがわかった。二風谷で、

「月にうさぎがいるんだよ。うさぎに変えら

れちゃったのだよ」と聞いたとき、「かつて語

られた多様で豊かな伝承をまとめておかなけ

ればならない、急ごう」と思ったものの、私

の怠慢で 2025 年になってしまった。 

 月の中の人の伝承も、地域によって、語る

人によって、さらには語るときによって、変

化する。ひとりひとりの暮らしのなかで形成

された伝承の多様性について考えていきたい。 

 

2. 萱野志朗氏から聞いた話 

 2024 年 10 月、萱野志朗氏（萱野茂二風谷

アイヌ資料館館長、昭和 33 年生まれ）より

月の中の人についての伝承を聞いた。（広橋勝

氏、古屋昌美氏同行） 

◆タイトル「からっぽやみ（トランネ[怠け

者]）の少年」 

 ある少年が、水汲みに母親から言いつけら

れて、行くわけです。そして、いちばんはじ

めにイヌンペと言って、いろりのまわりにあ

る炉縁（ろぶち）です。炉縁を水汲みに行く

柄杓でたたいて、イヌンペはそこでねっこら

がっているだけででいいなあ。 

 次は柱イクㇱペをぽんぽんとたたいて、こ

の柱はただ立ってるだけでいいなあ。 

 次に、どじょう、どじょうのことを「チチ

ラ」というのですけれども、どじょうを見て

その口のほそいものと悪口いった。次にマス

に会う。マスのことをサキペというのですよ。

夏に食べるものという意味。マスは、身がや

わらかいのです。その身のやわらかいマスみ

たいな、と悪口を言う。  

 次にサケに会う。サケともいいますけど、

北海道ではだいたいシャケ。シャケ（サケ）

に会ったら、サケはアイヌ語ではカムイチェ

㶬。カムイチェ㶬に向かってああ神の魚よと

よびかけて。で、そのあと、どういうわけか

月に連れていかれて。誰が連れて行ったか。 

 母親が息子を探しに行く。誰に聞いてもみ

んな悪口を言って教えてくれない。どじょう

にきいても、教えてくれない。マスに聞いて

も身のやわらかいやつと悪口言ったから教え

てくれない。ほんとうはやわらかくておいし

いのですけれど。 

 鮭はカムイチェ㶬と言われたから教えてく

れる。悪態ついて、怠け者だから月に連れて

行かれたんだ。怠け者の少年はいまでも天秤

棒かついで月にいるんだよという話。実際に

民話でそういう話したのです。 

 

3. アシリレラ氏から聞いた話 

3.1 2009 年 3 月 

 あるとき、いろりのそばの子どもにおばあ

さんが言いました。 

「水汲みを手伝ってくれ」 

 子どもはめんどくさがり、いうことをきき

ません。 

「ばあちゃんがマキを取って帰るまでに、水

を汲んできなさい」 

 そう言って、おばあさんは、薪（まき）を

取りに行きました。子どもは、イヌンペ（炉



アイヌの月についての伝承                －95－ 

 

天文教育 2025 年 7 月号（Vol.37 No.4） 

縁、イロリのフチ）をたたいて言いました。 

「おまえ（イヌンペ）はいいな。背中を火あ

ぶりして、あたたかいな」 

 そして、足元の祭壇を立ったままあしげり

して、水くみに行こうとしなかったのです。 

 クンネばあちゃん（クンネノチゥ、シネ㶬

ノチゥ、一番星）の出る頃、子どもは、水お

けを持って、「イロリの灰はここで何もしない

でいいな」と、灰をつつきまわしました。そ

れから、「水を汲まないと」と、桶（おけ）を

ふり、ピサック（柄杓）を持って、川に降り

て行きました。しかし、子どもは、水を汲む

のが嫌で川で遊んでいました。 

 おばあさんが家に帰ると、その小僧（子ど

も）がいません。おばあさんは、きっと水汲

みに真面目に行ったのだろうと、川を降りて

いきました。ところが、子どもはいません。

桶が１つ置いてありました。 

 おばあさんは、川の魚に、「アメマスさん、

私の子どもを知りませんか」と尋ねます。す

ると、アメマスは、「あの怠け者は、（アメマ

スのことを）斑点だらけの悪いやつというの

で教えない」と、教えてくれません。 

 困ったおばあさんは、「どじょうさん、どこ

に行ったか」と尋ねると、「川のつるんつるん

で変な奴と言ったので教えない」と教えてく

れません。 

 おばあさんは、海の近くまで歩いて、へと

へとです。 

「怠け者の子どもは、どこに行った。早く帰

って！」 

 海の近くに行くと、サケがあがってきまし

た。 

「カムイチェ㶬（神の魚、サケ）さん、あな

たは私の子どもを知ってるのではないか」 

 おばあさんが、サケにそう尋ねますと、カ

ムイチェ㶬（サケ）は、「ぼくのことをカムイ

チェ㶬（神の魚）と、子どもが言ったので教

えてあげるよ。空を見てごらん。あれ、お月

さんのなかに神さまに入れられちゃったよ。

あのなかに持っていかれたんだろ。文句ばか

り言ってるから、神さまが怒って、月へ連れ

て行った。桶（おけ）を持った小僧が立って

るんだよ」 

 それからというものの、怠けてる子どもに、

「お月さんが怒（おこ）って、あのなかに持

っていくよ」と言うと、子どもは、言うこと

を聞くようになりました。 

（アシリレラ氏（昭和 21 年生まれ）が平賀

ヤオキ氏（富川）、アシリレラ氏の母「山道サ

キ氏」（明治 44 年生まれ、山の向こうの「む

かわ町」出身）から聞いた話） 

 

3.2 2024 年 10 月 

 タイトル「お月さんにはいったなまけもの

の少年の話」（広橋勝氏、古屋昌美氏同行） 

 ある日のこと、おばあちゃんが山菜とりに

いくのに、（その少年に）お留守番を頼んでい

った。 

 その少年は退屈で、いろりばたをたたいて

いたが、お水を汲んでおいてねと頼んでいっ

た。 

 水を汲むって、いろりばたの柱があるとこ

ろをたたいて、「いいなあおまえはなにもしな

いで、ここにいて」と文句をいっぱい言って

たたいた。いろりばたをぽんぽん、いいなあ

おまえは火のそばでいいなあ、とたたいた。

水を汲んでこないと何もつくれないし、て、

桶を持ってピサック（柄杓）を持って玄関に

立った。 

 玄関に立ったら、柱にめがけて、柱はいい

なあ、柱はここで立っているだけだから、と

文句をいっぱい言って。桶をもってでて川に

いきました。 

 川に行ったら、ナマズがいて、魚がいて、

ナマズの顔を見て、「おまえの顔はみっともな

い顔をして」と悪口を言って、どじょうにも

文句言って。 
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 おばあちゃん帰ってきて、孫はどこに行っ

たか、バケツがないから川のとこにいると思

って川に行って、「なまずさん、うちの孫を知

りませんか」と。 

 なまずさん「知らない、自分のことをひど

い顔だとか悪口を言ったから教えてあげな

い」 

 おばあさん「どじょうさん知らない？」 

 どじょう「知らない、自分のことぬるぬる

と言うから教えてあげない」 

 おばあさん「孫はそんなことを言ったので

すか。どうしようかなあ、誰に聞けばよいの

だろう」 

 そしたら、サケがあがってきた。サケは、

こう言いました。 

 サケ「ぼくのことをね、カムイチェ㶬とあ

の子は言ったんだよ。カムイチェ㶬って言っ

てくれたから教えてあげるよ。あの子はね、

水汲むのをなまけてね、あちこちにやつあた

りして歩いてたから、神様が怒ってお月さま

のなかにいれちゃったのよ」「お月さまのなか

に、ピサックをもっておけを持っている子が

いるでしょう。あなたの孫ですよ」 

 おばあさん「おおーなんということでしょ

うか、いじめるつもりで水汲みしなさいとい

ったわけでない」 

 泣きながらおばあちゃんは家に戻って新し

い水を汲んで料理をした。 

 おばあさんは、お月さま出るたびに手をあ

わせました。 

 

4. 月の中の人の伝承の多様性 

 次の伝承事例をもとに伝承の多様性を考え

る。（表 1） 

・昔婆が歌った歌[1]（事例１） 

・千歳市蘭越、今泉柴吉古老伝承[2]（事例 2） 

・日高荷菜、平目カレピア媼（おうな）伝承

[3]（事例 3） 

・長万部村・司馬力弥翁伝承[4]（事例 4） 

・アシリレラ氏（昭和 21 年生まれ）2009 年

記録（北尾）（事例 5）、2024 年記録（北尾[広

橋勝氏、古屋昌美氏同行]）（事例 6） 

・萱野志朗氏（昭和 33 年生まれ）2024 年記

録（北尾（広橋勝氏、古屋昌美氏同行]）（事

例 7） 

 なお、末岡外美夫氏著『人間達のみた星座

と伝承』には、上記の長万部の伝承に基づく

「月の中の子供」が掲載されている。[5] 

 伝承の登場人物には二つのケースがある。 

・娘（事例２） 

・男の子（童子[事例 1、3]、少年[事例 4、6、

７]、男の子（小僧）[事例 5]） 

 千歳市蘭越の今泉柴吉古老伝承のみ娘であ

り、他は男の子であった。 

 次に、各段階の伝承を比較する。 

 

4.1 炉 

 一例は、炉ぶちの前にある台木[事例 3]、そ

の他は炉（爐）ぶち（炉端）を、水を汲みに

いかなくてもよいと叩く。 

 

4.2 炉に続いて 

 次の四つのケースがある。 

・柱をたたく（4 例）（事例 1、3、4、7） 

・柱に手桶をぶっつけ（1 例）（事例 2） 

・柱に立っているだけと文句を言う（1 例） 

（事例 6） 

・柱以外（いろりの灰は何もしないでいいな）

（1 例）（事例 5） 

 

4.3 男の子（娘）を探しに川へ 

 共通点は、川へ行く点と子どもがいない点。 

 

4.4 魚 1 

 最初に出会った魚は、各々の伝承事例で異

なる。 

・鯇（アメノウオ）（事例 1） 

・ウグイ（事例 4）（赤腹ウグイ[事例 2]） 
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・イトウ（チライ）（事例 3） 

・アメマス（事例 5） ・ナマズ（事例 6） 

・どじょう（事例 7） 

 

4.5 魚 2 

 二番目に出会った魚も、各々の伝承事例で

異なる。 

・鱒（マス）（事例 1、7） 

・イトウ（事例 2） ・アメマス（事例 3、4） 

・どじょう（事例 5、6） 

 

4.6 魚 3 

 最後の魚の前に出会った魚があるのは、事

例 1、2、3 のみである。 

・うぐひ（事例 1） ・鱒（事例 2、3） 

 

4.7 最後の魚 

 全ての事例が鮭（カムイチェ㶬）で、月の

中にいることを教えた点で共通。 

 

4.8 語られる魚の共通点と相違点 

 それぞれの事例の魚を順に記す。 

事例１ 鯇（アメノウオ）、鱒、うぐひ、神魚

（鮭のこと） 

事例 2 赤腹ウグイ、いとう、鱒、鮭 

事例 3 いとう（チライ）、あめます、ます、

さけ（シペ） 

事例 4 ウグイ、アメマス、鮭の子 

事例 5 アメマス、どじょう、カムイチェ㶬

（鮭） 

事例 6 ナマズ、どじょう、カムイチェ㶬（サ

ケ） 

事例 7 どじょう、マス、カムイチェ㶬（シ

ャケ） 

 語られる魚についての共通点と相違点は次

のようになる。 

◆共通点 

・前述のように、最後の魚は、全ての事例に

おいて鮭（カムイチェ㶬）である。 

◆相違点 

・最後の魚以外は、全ての事例において語ら

れる魚は異なる。 

・同じ語り手（事例 5、6）においても、語ら

れるとき（2009 年と 2024 年）によって異な

る。 

・沙流川流域で暮らした語り手（事例 5、6、

7）の場合、沙流川に生息する「どじょう」

が登場する。 

 

4.9 月の中の人になった経緯 

 月の中の人になった経緯についての共通点

と相違点は次のようになる。 

◆共通点 

・月の中の人になった経緯を鮭（カムイチェ

㶬）が教えてくれる。 

◆相違点 

・神様が怒って、あるいは神罰として（事例

1、3、5、6）。事例 3 は、月の神のところに

立たされている。 

・月の神が怒って（事例 4） 

・月が連れて（さらって）行った（事例 2、7） 

 

4.10 結果 

 事例 1、3、4、5 は、怠けると月に連れて

行かれるよ、なまけてはいけないと子どもに

わからせる教訓的な話（寓話）であった。事

例 2、6、7 も明確に教訓と言っていないが、

怠けると月に連れていかれることを子どもた

ちに伝えることができていた。 

 

5. 樺太アイヌの伝承との比較 

 樺太アイヌの月の中の人についての伝承は、

次の文献にもとづく。（表 2） 

・樺太アイヌのオイナ（事例 1）[6] 

・富浜（北尾注：樺太豊原支庁富浜（とみは

ま）村）木村チカマハ氏（事例 2）[7] 

・樺太敷香郡（しすかぐん）泊岸村（とまり

きしむら）新問（にいとい）アイヌ 森誠藏
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氏（事例 3）[8] 

 事例１には、結果 2 に続いて次のようにな

ったと語られている。 

・家の主人（神なる兄）は「私は神である。

私はそなたの姉がほしいと思っていた。それ

ゆえ桶とひしゃくを扱っていたあなたの姉を

私の家（北尾注：月）に連れてきたのだ。こ

こで私たちは結婚し幸せに暮らしている。さ

あ娘を連れていって結婚しなさい。少なくと

も水汲みには困らないだろう」と言った。 

 樺太アイヌの場合、魚に子どもの行方を尋

ねると伝承されていなかった。樺太アイヌの

月の中の人についての伝承の共通点と相違点

は次のようになる。（表 3） 

◆共通点 

・主人公は男女両方。小さな子供ではない。 

・行方を聞いたのは魚ではない。尋ねたのは

火の神、植物（木）。 

◆異なる点 

・月の人と結婚した。木幣を捧げなかったの

で行方を言わない。今後は神祭を欠かさない

という教訓。 

・なぜ月の中に連れて行かれたかが十分語ら

れていない。 

・一方で、お月様を羨ましがって犬とともに

月の中の人になったという違う型の物語も伝

えられている。 

 

6. おわりに 

 日本列島に生きる人びとの暮らしのなかで

語り伝えた星名伝承を訪ねて歩いた。しかし、

月に関する伝承の記録よりも星名の記録に重

点を置いた。いまになって、もっと月の伝承

を記録しておけばよかったと悔やんでいる。 

 本稿は、2024 年 8 月 17 日に北海道伊達市

にて開催された第 8回考古天文学会議 in北海

道伊達市「アイヌの星文化をかんがえる」に

おける発表「アイヌの月の伝承・宵の明星の

星名伝承について－南北星文化比較をめざし

て」の一部（アイヌ、樺太アイヌの月の伝承）

をもとに大幅に加筆したものである。 

 月の中の人について語ってくださった萱野

茂二風谷アイヌ資料館館長の萱野志朗氏、山

道アイヌ語学校のアシリレラ氏に紙面を借り

てお礼を申し上げます。 
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北尾 浩一 

（上の写真は、宮城県気仙沼市大島にて、 

比嘉義裕氏撮影） 
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